
-
1
 
-

令
和

３
年

度
業

務
実

績
に

関
す

る
評

価
結

果
に

係
る

対
応

に
つ

い
て

 

評
価

結
果

 
対

応
 

N
o
.９

 
教

育
（

学
修

成
果

の
評

価
）

 

 
新

卒
者

の
国

家
試

験
合

格
率

は
、

看
護

師
、

理
学

療
法

士
及

び
作

業
療

法
士

に
つ

い

て
は

目
標

に
達

し
た

も
の

の
、

医
師

は
 
9
0
.0

％
と

な
り

、
目

標
に

達
し

な
か

っ
た

。
 

・
令

和
４

年
度

の
取

組

医
学

部
で

は
、

医
師

国
家

試
験

と
同

等
レ

ベ
ル

の
卒

業
試

験
を

実
施

す
る

と

と
も

に
、

学
生

自
習

室
の

貸
出

を
再

開
す

る
な

ど
、

学
修

環
境

の
充

実
を

図
っ

た
。

 

［
令

和
４

年
度

実
績

］
 

 

医
師

：
9
6
.2

％
、

看
護

師
：

9
8
.0

％
、

理
学

療
法

士
：

9
4
.7

％
、

 

作
業

療
法

士
：

9
5
.0

％
 

N
o
.2

7
 

附
属

病
院

（
病

院
経

営
改

善
に

向
け

た
不

断
の

取
組

）
 

 
平

均
在

院
日

数
の

短
縮

化
な

ど
コ

ン
パ

ク
ト

医
療

が
定

着
し

た
こ

と
や

高
度

な
医

療

を
必

要
と

す
る

患
者

の
割

合
が

増
加

し
た

こ
と

に
よ

り
、

稼
働

収
入

は
昨

年
度

を
上

回

っ
た

ほ
か

、
価

格
交

渉
及

び
低

価
格

薬
品

群
の

導
入

促
進

等
を

進
め

、
効

果
的

、
効

率

的
な

医
薬

材
料

費
の

執
行

に
努

め
た

が
、

高
度

医
療

の
提

供
に

伴
う

高
額

医
薬

品
の

使

用
量

増
加

な
ど

に
よ

り
、

診
療

収
入

に
対

す
る

医
薬

材
料

費
の

割
合

は
 
4
5
.5

％
と

な
り

、
目

標
に

達
し

な
か

っ
た

。
 

・
令

和
４

年
度

の
取

組

コ
ロ

ナ
患

者
発

生
に

伴
う

稼
働

病
床

数
の

削
減

及
び

入
院

患
者

の
受

入
抑

制

な
ど

、
通

常
診

療
の

抑
制

を
強

い
ら

れ
る

中
、

平
均

在
院

日
数

の
短

縮
化

な
ど

コ
ン

パ
ク

ト
医

療
の

推
進

が
図

ら
れ

て
い

る
こ

と
や

、
外

来
化

学
療

法
室

の
利

用
が

順
調

に
推

移
し

て
い

る
こ

と
も

あ
り

、
稼

働
額

収
入

は
昨

年
度

を
上

回
っ

た
。

ま
た

、
価

格
交

渉
、

低
価

格
薬

品
群

の
導

入
促

進
及

び
医

薬
材

料
費

比
率

上
昇

時
の

原
因

分
析

を
行

う
な

ど
、

診
療

報
酬

請
求

事
務

の
強

化
、

効
率

的
、

効
果

的
な

医
薬

材
料

費
の

執
行

に
努

め
た

。

・
令

和
５

年
度

は
、

引
き

続
き

、
経

営
改

善
方

針
を

着
実

に
推

進
す

る
な

ど
、

改
善

に
向

け
た

取
組

を
実

施
す

る
こ

と
と

し
、

年
度

計
画

に
反

映
し

た
。

N
o
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社
会

貢
献

（
地

域
医

療
や

健
康

づ
く

り
活

動
等

へ
の

支
援

）
 

 
地

域
医

療
に

関
す

る
政

策
立

案
等

の
審

議
会

委
員

就
任

及
び

地
域

の
健

康
づ

く
り

の

た
め

の
活

動
に

対
す

る
講

師
派

遣
に

つ
い

て
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

の

影
響

に
よ

り
依

頼
が

減
少

し
た

状
況

に
お

い
て

も
、

オ
ン

ラ
イ

ン
も

活
用

し
、

依
頼

に

対
し

て
積

極
的

に
協

力
し

た
が

、
目

標
値

に
比

べ
大

き
な

乖
離

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

評

価
結

果
を

「
Ｂ

」
評

価
（

十
分

に
実

施
し

て
い

な
い

）
と

す
べ

き
で

あ
る

。
 

・
令

和
４

年
度

の
取

組

地
域

医
療

に
関

す
る

政
策

立
案

等
の

審
議

会
委

員
へ

の
就

任
、

地
域

の
健

康

づ
く

り
の

た
め

の
活

動
に

対
す

る
講

師
の

派
遣

を
行

う
と

と
も

に
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
の

影
響

に
よ

り
依

頼
が

減
少

し
た

が
、

オ
ン

ラ
イ

ン
も

活
用

し
て

積
極

的
に

協
力

し
た

。

・
令

和
５

年
度

は
、

外
部

の
方

が
本

学
に

依
頼

し
や

す
い

環
境

の
整

備
（

依
頼

手
続

き
や

派
遣

実
績

を
本

学
 
H
P
 へ

掲
載

）
、

指
標

・
数

値
目

標
に

つ
い

て
は

、

こ
れ

ま
で

の
達

成
状

況
を

踏
ま

え
た

課
題

の
整

理
を

行
う

な
ど

、
改

善
に

向
け

た
取

組
を

実
施

す
る

こ
と

と
し

、
年

度
計

画
に

反
映

し
た

。



-
 2

 
-
 

 

評
価

結
果

 
対

 
 

 
応

 

N
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社
会

貢
献

（
保

健
医

療
学

部
に

お
け

る
公

開
講

座
等

の
開

催
）

 

 
保

健
医

療
学

部
に

お
い

て
実

施
す

る
看

護
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
及

び
福

祉
に

関

す
る

公
開

講
座

や
高

校
出

前
講

座
に

つ
い

て
は

、
オ

ン
ラ

イ
ン

も
活

用
し

て
積

極
的

に

取
り

組
ん

だ
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

 

し
か

し
な

が
ら

、
地

域
で

勤
務

す
る

看
護

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

、
福

祉
等

の
専

門
職

対
象

研
修

会
に

つ
い

て
は

、
目

標
に

達
し

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
評

価
結

果
を

「

Ｂ
」

評
価

（
十

分
に

実
施

し
て

い
な

い
）

と
す

べ
き

で
あ

る
。

 

・
令

和
４

年
度

の
取

組
 

 

地
域

貢
献

推
進

セ
ン

タ
ー

会
議

に
お

い
て

、
今

年
度

の
地

域
貢

献
活

動
の

活

動
方

針
や

実
施

内
容

を
決

定
し

、
保

健
医

療
学

部
に

お
け

る
公

開
講

座
等

を
実

施
し

た
。

 

［
令

和
４

年
度

実
績

］
 

看
護

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

及
び

福
祉

に
関

す
る

公
開

講
座

の
開

催
：

５
回

 

高
校

出
前

講
座

の
開

催
：

７
回

 

専
門

職
対

象
研

修
会

の
開

催
：

９
回
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国
際

交
流

及
び

国
際

貢
献

（
海

外
大

学
等

と
の

国
際

交
流

の
取

組
）

 

 
指

標
・

数
値

目
標

で
あ

る
２

項
目

の
取

組
の

進
捗

は
、

足
踏

み
状

態
が

続
い

て
お

り
、

最
終

的
な

達
成

が
厳

し
い

状
況

と
考

え
ら

れ
、

改
善

に
向

け
た

取
組

を
進

め
る

こ
と

が

重
要

と
思

わ
れ

る
こ

と
か

ら
、

評
価

結
果

を
「

Ｂ
」

評
価

（
十

分
に

実
施

し
て

い
な

い
）

と
す

べ
き

で
あ

る
。

 

・
令

和
４

年
度

の
取

組
 

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

国
際

交
流

を
実

施
し

な
が

ら
、

渡
航

制
限

が
緩

和
さ

れ

た
下

期
に

つ
い

て
は

、
学

生
の

対
面

に
よ

る
国

際
交

流
を

２
件

、
高

麗
大

学
か

ら
招

い
た

講
師

に
よ

る
セ

ミ
ナ

ー
を

１
件

開
催

し
、

国
際

交
流

を
推

進
し

た
。

 

・
令

和
５

年
度

は
、

海
外

留
学

等
に

関
す

る
危

機
管

理
体

制
を

強
化

す
る

と
と

も

に
、

協
定

校
と

の
協

定
に

基
づ

く
学

術
・

学
生

交
流

事
業

の
早

期
再

開
に

向
け

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
充

実
を

図
る

な
ど

、
改

善
に

向
け

た
取

組
を

実
施

す
る

こ
と

と
し

、
年

度
計

画
に

反
映

し
た

。
 

N
o
.4

6
 

財
務

内
容

の
改

善
（

外
部

研
究

資
金

、
寄

附
金

そ
の

他
の

自
己

収
入

の
確

保
）
 

 
科

学
研

究
費

補
助

金
の

申
請

数
に

つ
い

て
、

科
学

研
究

費
助

成
事

業
申

請
書

作
成

レ

ク
チ

ャ
ー

及
び

申
請

書
作

成
レ

ビ
ュ

ー
を

引
き

続
き

実
施

す
る

な
ど

、
補

助
金

申
請

数

の
増

加
に

繋
げ

る
取

組
を

行
っ

た
が

、
年

平
均

2
8
2
件

と
な

り
、

目
標

に
達

し
な

か
っ

た
。

 

・
令

和
４

年
度

の
取

組
 

科
学

研
究

費
助

成
事

業
申

請
書

作
成

レ
ク

チ
ャ

ー
及

び
レ

ビ
ュ

ー
等

、
申

請
書

採

択
率

向
上

に
向

け
た

取
組

を
引

き
続

き
実

施
す

る
と

と
も

に
、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

納

付
に

よ
る

寄
附

受
入

、
治

験
セ

ン
タ

ー
各

部
門

間
の

連
携

強
化

等
、

自
己

収
入

の
更

な
る

確
保

に
取

り
組

む
。

な
ど

、
自

己
収

入
確

保
の

た
め

の
取

組
を

進
め

た
。

 

・
令

和
５

年
度

は
、

引
き

続
き

、
外

部
資

金
獲

得
推

進
委

員
会

に
お

い
て

、
研

究
者

に
対

す
る

助
成

金
へ

の
応

募
を

促
進

す
る

な
ど

、
改

善
に

向
け

た
取

組
を

実
施

す
る

こ
と

と
し

、
年

度
計

画
に

反
映

し
た

。
 

 




